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公益社団法人日本地理学会
災害対応委員会委員（前委員長）

熊 木 洋太

熊本地震・緊急報告会

2016年5月2日

日本地理学会会員の取り組みと
日本地理学会による情報発信

日本地理学会会員・会員が多くいる機関の取り組み
（地形学分野）

• 航空機による空中写真撮影
• UAVによる空中写真・ビデオ撮影
• 航空レーザー測量
• 地表地震断層
• 活断層・地形条件と建物被害
• 液状化現象
• 盛土地盤の変状
• 斜面災害
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• 航空機による空中写真撮影＝広域・等質の情報
– 国土地理院

• http://www.gsi.go.jp/BOUSAI/H27-kumamoto-earthquake-index.html#1

– 航空測量会社
• https://www.aeroasahi.co.jp/news/detail.php?id=46 （一例）

• UAV（いわゆるドローン）による空中写真・ビデオ撮影
– 国土地理院

• http://www.gsi.go.jp/BOUSAI/H27-kumamoto-earthquake-index.html#aa
（一例）

• 航空レーザー測量による詳細地形計測
– 航空測量会社

• http://www.ajiko.co.jp/saigai/kumamoto2016_04/rrim1m_s.jpg （一例）

本震の直前・直後のデータがある希有な例になった。

• 地表地震断層の発見・トレース・諸元の把握
• http://www.ajg.or.jp/disaster/files/201604_kumamoto002.pdf （一例）

• 活断層・地形条件と建物被害との関係
• http://www.ajg.or.jp/disaster/files/201604_kumamoto003.pdf （一例）

• 液状化現象とその地形条件との関係
• http://www.ajg.or.jp/disaster/files/201604_kumamoto001-2.pdf （一例）

• 盛土地盤の変状
• http://www.ajg.or.jp/disaster/files/201604_kumamoto006.pdf （一例）

• 斜面災害の把握
• http://www.gsi.go.jp/common/000140096.pdf
• http://www.kkc.co.jp/service/bousai/csr/disaster/201604_kumamoto/pdf/0421_02
.pdf （一例）
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• これらの情報の３Ｄ化
– 国土地理院

• http://maps.gsi.go.jp/index_3d.html?z=17&lat= 32.95956629554259&lon=131.0
0630342960358&pxsize=2048&ls=20160414kumamoto_0416dol6%7C2016041
4kumamoto_0416dol5%7C20160414kumamoto_0420dol 02%7C20160414kum
amoto_0420dol03%7C20160414kumamoto_0419dol2%7C20160414kumamoto
_handoku1#&cpx=19.112&cpy=-12.893&cpz=52.955&cux=-
0.099&cuy=0.410&cuz=0.907&ctx= 0.000&c ty=0.000&ctz=0.000&a=1.9 （一例）

– （一財）日本地図センター
• https://sketchfab.com/models/2767ee25de5643c8bbce23f6345213af

– 東京大学空間情報科学研究センター
• https://sketchfab.com/models/8ed3df3496aa4e47b649a885d50210ee

– 航空測量会社
• http://www.kkc.co.jp/service/bousai/csr/disaster/201604_kumamoto/index .html
（一例）

日本地理学会会員・会員が多くいる機関の取り組み
（人文地理学分野）

• 近隣県から現地入りし，自治体と連携して被災者支援に関
する調査を行っている会員あり。

• 今後，観光，生産，流通，復興と地域社会等に関する調査研
究も本格化か。
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熊本大学減災センターとの調整について（4月15日）

• 熊本大学減災センターに所属する会員（日本地理学会災害
対応委員会地域拠点委員）からの次のメッセージを災害に
関心のある会員用のMLを通じて周知

– 減災型地域社会システム実践研究教育センター（減災センター）は，
日頃より熊本県，熊本地方気象台，熊本日赤，社会福祉協議会と連
携しており，今後の調査もこれらの関連機関と協力をして進められる
予定で現在検討をしております。

断層など人が関わらない場所での調査では，いろいろな方が入られ
るのは良いことと思いますが，人命救助に関わるまたはボランティア
に入る以外は，現時点での避難所などの人に関わる場所での調査
等はご遠慮いただき，できれば今後の調査は熊大減災センターと調
整をしていただければと思います。

日本地理学会 災害対応本部

• 4月19日設置（東日本大震災以来，２度目）
• 本部長は理事長
• ①情報収集，情報共有化
②マスコミ等への対応
③防災学術連携体はじめ他学協会等との連携，調整

④社会への情報発信

• 情報発信 http://ajg-disaster.blogspot.jp/
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日本地理学会の災害対応体制

・調査，情報収集
・他学協会等との連携
・情報発信
・マスコミ対応
・研究支援
・社会還元

公開シンポジウム
（2003～2015年度で18回）

＜参考＞
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